










目的 

ライ症候群は成因不明の急性脳症の代表的なものとして知られ、死亡率の高さ、救命し得

ても重篤な後遺症を残すことで社会問題化しつつある。 

今回は 1)昭和 59 年に経験した症例の追加、2)急性脳症の NMR-CT 所見、経時的頭部 CT 所

見、3)施設内長期坑てんかん剤服用者を中心とする血中アンモニア値の変動について検討

を加えたので報告する。 


